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平成28年度嗜好品文化研究会	 テーマ「嗜好品と政治学」 

第１回研究会 

 

 

□ゲスト講師：水島 治郎 先生（千葉大学法政経学部教授） 
「オランダと嗜好／志向の政治学」 

 
日時	  平成 28年 8月 13日（土）	 16：00─18：00 

場所	  ホテル京阪京都 

資料	  ①水島治郎先生講話レジュメ 

 

	

はじめに	

	 今回、オランダにおける個人の意思を尊重する社会のあり方と嗜好品文化との関係についての話を

依頼された。私はこの問題は「志向」と「嗜好」の違いだと思い至ったので、それについて述べるこ

とにする。オランダは同性愛にしろ、安楽死にしろ、個人の志向や意思を大事にする国である。だか

ら嗜好についても、個人の選択の自由をとるのではないかと思ってしまうが、話はそう単純でもない。 

 

ヨーロッパの小国への関心が高まっている	

	 アンネ・フランクの一家が亡命したオランダ。人魚姫の童話が生まれたデンマーク。『フランダース

の犬』の舞台になったベルギー。日本人に親しまれているこれらは、みな小国だ。日本人の文化的意

識の中でヨーロッパの小国は意外に重要な役割を果たしている。 

	 近年はそれに限らず、別の意味で小国に関心が集まっている。雇用におけるオランダモデル、風力

発電のデンマークモデル、福祉におけるスウェーデンモデルなど、モデルとなるのは人口が数千万人

の大国ではなく、小国である。1980年代ぐらいまではヨーロッパ研究をするとなるとイギリス、ドイ

ツ、フランスが当たり前だったが、1990年代以降は意外に小国に関心が集まっているのだ。 

	 世界がヨーロッパ、特に小国に注目する意味は何だろうか。一つに、グローバリゼーションの進展

がある。大国が持っていた自律的な国民経済が、グローバリゼーションの中で崩れていく。グローバ

ル化の中で EU 統合が進んでいくと、ECB（欧州中央銀行）のもとで金利が統一され、しかも各国の

金融政策が自律性を失っていくなかで、大国の自律的な、閉じられた国民経済はもはや維持できなく

なってきた。かつて自律的な大国と従属的な小国というイメージが当たり前だったが、今や大国も含

めて各国がグローバル経済にどう立ち向かっていくかが課題となっている。となると、小国のほうが

小回りが利くがゆえに、柔軟でグローバル化に早期に対応しているのではないかと考える。これが 90

年代後半以降のオランダモデルに注目されているゆえんである。 

 

日本の関係の深い国、オランダ	

	 私はオランダとベルギーを研究対象としているわけだが、同じ小国といっても大きく違う。オラン

ダは、プロテスタント的な禁欲的文化があって、中産階級を軸とする市民文化が発達した。ベルギー
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できた。 

	 オランダにユダヤ人が多いのは、16-17 世紀にスペインとポルトガルでの迫害を逃れて、大勢のユ

ダヤ人がオランダに流入したからである。ユダヤ人は国際貿易に従事する者が多く、彼らを受け入れ

ることで、特にアムステルダムは都市として大いに発展し、ユダヤ人にアジール（避難所）を提供し

た形にもなる。ユダヤ人だけではない。オランダ独立戦争のなかで、アントウェルペン（現ベルギー）

からの避難民を受け入れ、フランスで迫害された人々を受け入れ、重層的に避難民を受け入れた。中

世期のアムステルダムは中都市で、必ずしも目立った都市ではなかったが、流入した彼らが総じてビ

ジネス志向だったことが幸いし、移民からなる商業都市として 17世紀にはオランダの中心都市、ヨー

ロッパの大都市という位置を獲得し、それどころか東インド会社を通じて世界に覇を唱える都市とな

った。 

	 それがなければ、日本にまで船を送って日蘭交渉に入ることはなかったのではないかと思う。面白

いことに、東インド会社の主要株主のリストの半数以上が避難民系だった。アムステルダムに入って

きたプロテスタントで中産階級でビジネスをしてきた人たちは、東インド会社に対して競うように投

資していった。小国の会社であるにも関わらず、東インド会社は貿易の富を使って、遠く日本にまで

船を送ることができた。こういう形で歴史は繋がっていく。グローバルヒストリー、「接続された歴史」

である。 

	 ビジネスにおける繁栄のみならず、アムステルダムを中心とする多様性を尊重するあり方は、思想

文化においても花開いた。例えば、哲学者スピノザは、ポルトガルでのユダヤ人迫害から逃げてきた

祖父を持つ。彼自身は、当時ラジカルな発言と活動をし、ユダヤ人共同体から追放されたり著書は国

内禁書となったりしたが、身体的迫害を受けることはなく、結果的に彼はオランダにいたからこそ、

ある程度の言論活動ができたといえる。 

	 17 世紀には、哲学者ジョン・ロックはイングランド内戦（清教徒革命）の中で身の危険を感じて、

一時、7-8 年間アムステルダムに亡命する。彼はかなり慎重で、名前をオランダ名に変え、医者を名

乗っていた。この時期に『寛容に関する書簡』などの執筆活動をしている。オランダはこういった知

識人たちが逃げ込んで執筆できる場であった。デカルトも、三十年戦争後オランダに 20年くらい住ん

でいた。アムステルダムで『方法序説』など重要な著作を書いている。 

	 当時オランダ、特にアムステルダムは、ヨーロッパの文化における自由の楽園であった。もちろん

カルヴァン派が主流だったため、明確な無神論に対しては批判された（それが内部の争いに繋がって

いくこともあった）が、少なくとも相対的にみればユダヤ人に対する寛容があった。他国ではユダヤ

人はゲットーに押し込められ、命はあっても自由な活動はできなかった。また、ヨーロッパでは 15-18

世紀に魔女狩りが猛威を振るったが、オランダでは共和国の成立（1648年）以来、この魔女狩りによ

る被害はゼロに等しかった。 

	 ユダヤ人に関していえば、アムステルダムに今も残る巨大なシナゴーグ（ユダヤ教の会堂）は 17

世紀に作られたものである。他国のユダヤ人がひどい差別を受けていた時期に、それほどのシナゴー

グが建築されたというのもアムステルダムならでは、である。細かくいえばギルドに入れないなどの

制限はいくつもあったが、居住地域を制限されることはなく、既存のギルドに抵触しなければ商売も

できた。彼らは国際商業や出版など、ギルドの制約が薄いセクターに進出した。オランダの出版業が

小国の割にさかんなのはユダヤ人のおかげといわれている。 

	 さて、イギリスで迫害された少数派のピューリタンたちはメイフラワー号で、自由の天地を求めて
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などのソフトドラッグの店である。ドラッグショップとは書けないので、このように書かれる。目張

りで店内が見えないようになっていて怪しい雰囲気なので、両者の区別は付くはずなのだが、日本人

やイギリス人はよく間違える。店に入った人の話では、普通のコーヒー店でコーヒーのメニューが置

いてあるように、テーブルの上にはマリファナやハッシシのメニューが置いてあり、いろんなドラッ

グが飲めるようになっている。 

	 オランダというと、麻薬が容認されている国、というイメージがある。ただ間違ってはならないの

は、合法、というわけではないことである。刑法典には麻薬に対する処罰規定が残っている。いまも

野放しということではない。ドラッグを売る店は、「ドラッグを売っています」という看板を掲げるこ

とができないため、やむを得ず”Coffeeshop”と掲げて、暗黙のサインを出しているのである。 

	 そこでは 1回に一人の客に売ることができる量は制限されており、未成年者に売ってはいけないな

ど、さまざまなルールが設定されている。ルールの枠内でソフトドラッグを売ることが容認されてい

る、というのが現在のオランダの状況だ。おおっぴらに栽培する、ということは認められていない。 

	 ただし、南部を中心に、温室のある離農地域が大麻栽培地域と化している、という記事が先日の新

聞に載っていた。大規模に栽培することは違法であるが、取締りが行き届かない。農家が自発的にや

っているというよりは犯罪組織が絡んでいる場合が多い。年を取って農業がつらくなった、息子は継

がない、という状況に陥った人の情報を得ると、ヤクザが乗り込んできて、温室を数十万円で数年間

貸してほしい、というわけである。農場主としては貸すだけでお金が入ってくるのでメリットがある

のだが、警察に摘発されたとき、栽培した罪を問われるのは農場主である。犯罪組織の側は、農場が

警察に摘発されたことを聞くと、知らん顔をするので足は付かない。過疎地域の弱みに付け込んでい

る面がある。麻薬はオランダでは決して歓迎されているわけではない。ただし個人が自由意思で使う

分には、それ自身は問題とするに足らない、常習性はタバコよりも弱いから、というのがオランダの

公式の見解である。 

 

（安楽死） 

	 安楽死についてはキリスト教民主主義政党が政権を離れた 1990年代以降、急速に法整備が進み、基

本的に個人の生死は自分の意思で決めるものである、というのが社会的に強い動きになっている。2001

年には「安楽死」法（正式名称は「要請に基づく生命終結と自殺幇助に関する審査法」）が成立した。

当初それが認められる理由は肉体的な痛みだけだったのが、近年は精神的な耐えがたい苦痛も含むよ

うになり、真摯に悩むのであれば安楽死の対象になる、ということになっている。しかも、対象年齢

もだんだん下がってきている。最近では、死の一定割合は安楽死に該当する（年間死亡者数の 3％）

とまでいわれている。 

 

（同性婚） 

	 2001年に同性結婚法が成立し、世界で初めて、異性同士の結婚とまったく同じ婚姻制度を採用した。

この動きは、ヨーロッパ各国、アメリカの州に広がり、オランダはパイオニア的存在になった。 

 

（売春） 

	 売春については刑法典から削除されたため、人身売買を除き、女性が自分の意思で売春することは

問題とはされなくなった。ただし現実には、売春活動している女性は東欧系やラテンアメリカ系であ
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り、そこに犯罪組織が絡んでいるため問題は多い。人身売買も、性的意思決定による売春とカモフラ

ージュされて行われている。 

	 こういった直接的な影響以外に、売春合法化に伴う間接的影響もある。銀行が売春ビジネスに対し

てお金を貸さないのは差別である、と問題になった事例もあり、社会的に容認され、法的にも合法で

あるといってもさまざまな問題を含んでいるのが現状である。 

 

現代オランダにおける「嗜好」の制限	

（飲酒） 

	 飲酒については、歴史的に酩酊（ドランクネス）に関して厳しかったように、厳しめの政策がとら

れており、近年その傾向がますます強くなっている。飲酒可能年齢は 16歳から 18歳に引き上げられ

た（2014年 1月）。酒類の販売は、アルコール度数 15％未満でも食料品店・専門酒店に限定され、15％

以上となると専門酒店に限定されている。しかも、酒類の販売業務は他の業務と一緒に行うことはで

きない、という形で峻別が行われている。自動販売機やキオスクでも販売できない。酒類の提供（飲

める場所）はホテル、レストラン、カフェに限定され、最低面積などの基準も設定されている。全体

的に、飲酒は厳しく見張られている。 

 

（喫煙） 

	 アムステルダムは、18世紀においてはヨーロッパにおけるタバコ貿易の中心であった。ブラジルや

西インド諸島産、オランダ国産（ユトレヒト州やヘルデルラント州）のタバコを加工していた。アム

ステルダムの商人は国内のタバコ農場に投資し、それを育成していった。19世紀末からは東インド（ス

マトラ、ジャワ、ボルネオ）でタバコを栽培させ、その取引で利を上げた。 

	 ところが 20 世紀、特に第二次大戦後になると喫煙政策はかなり厳しくなり、2014 年にはタバコの

販売対象年齢が 16歳から 18歳に引き上げられた。2016年 5月より、包装の 65％を警告文と「嫌悪を

催す」写真で占めることが義務づけられ、「喫煙ストップホットライン」無料電話番号を明示すること

といった制約もある。「ライト」など誤解を生む表示や、タバコ以外の香り（バニラなど）を含ませる

ことも禁止された。全体的にさらに抑制しようという動きがある。 

 

「志向の尊重」と「嗜好の制限」というパラドクス	

	 以上のような状況をみると、オランダにおける「志向」と「嗜好」の方向が逆ではないか、と思わ

ざるを得ない。オランダは「志向」については最大限に重視しようとしている。自分のセクシュアリ

ティを自分で認めるのであれば売春も認めましょうという国でありながら、飲酒や喫煙といった「嗜

好」については制限しようとしている。 

	 さて、「志向の尊重」と「嗜好の制限」という、ベクトルとして逆方向をとる状況をどう理解すれば

いいのだろうか。実は、北欧とアメリカ、オランダは考え方に共通点がある。北欧は総じて、自由意

思、自己決定を非常に重視する国でありつつ、酒に対してかなり厳しい。背景にあるのは禁酒に対す

る強い政治社会的な支持である。北欧では、禁酒運動が政治運動として盛り上がり、政治的な議論に

もなった。一方、アメリカでもかつて禁酒法という形で禁酒運動が盛り上がった。オランダではそこ

まではいかなかったが、方向としてはそれに近かった。 

	 これらの背景にあるのは「都市型プロテスタンティズム」の優位ともいうべきものであろう。アメ
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リカにおける禁酒運動は、エバンジェリカル（プロテスタントの宗派の一つ。福音派またはキリスト

教原理主義者と訳される。現在は対人口比 25％で最大の宗派）が中心となったし、今でもアメリカの

エバンジェリカルは酒やタバコを禁止している。前ジョージ・W・ブッシュ大統領は、富裕層の子と

して生まれ、自由にやりたい放題やっていたが、あるときエバンジェリカルな改心を遂げて、酒もタ

バコも止めたといわれている。 

	 オランダにおいても、プロテスタンティズムが背景にある。個人の自己決定を妨げるような、泥酔

を招くような要因は排除したい。この考え方はヨーロッパ北部の近代産業社会の特徴ともいえる。「嗜

好」が抑制されるといっても、意識を覚醒させるコーヒーは歓迎される。自主自立、自己決定を重ん

じるプロテスタンティズムにとって、覚醒は重要である。 

	 こういったプロテスタンティズムの逆をいくのは、カトリック諸国である。国によって違いはある

が、「志向」に対しては制限的で、「嗜好」についてはむしろ開放的である。カトリックの国では酔う

こと自体があまり問題視されないので、禁酒運動はほとんど盛り上がらない。カトリシズムは、個人

のさまざまな「志向」については枠にはめて、コミュニティの結束を最大限に重視する一方で、個人

の「嗜好」に入れ込むのは自由である。 

 

プロテスタンティズムとカトリシズム 

	 食文化の面で、プロテスタント系とラテン系は随分違う。ドイツ、北欧、オランダ、イギリスなど

プロテスタント系の国々では食事において余計な飾りをつけて食事を楽しもうという意識があまりな

い。他方、イタリア、フランス、スペインの食事にかける時間はまったく違い、これでもかと楽しん

でいる。 

	 「志向」を尊重しつつ「嗜好」を制限するプロテスタンティズム的なあり方と、「志向」を制限し、

「嗜好」を開放するカトリシズム的なあり方の違いは、現代においても指摘できそうである。 

	 最後に、私の専門であるヨーロッパ政治にちなんだ話をしたい。現在のイギリスのメイ首相、そし

てドイツのメルケル首相。この二人は女性の首相であるが、そのほかにも共通点がある。プロテスタ

ント牧師の娘という点である。メイ首相は国教会であり、メルケル首相は東ドイツ出身、抑圧されて

いたルター派の牧師の娘である。英独を担う二人が牧師の娘というのは、けっして偶然ではない気が

する。 

	 2016年半ばのヨーロッパは、緊縮財政にせよ、あるいは難民対策にせよ、引き締める政策を重点的

に行わなければならないので、メイ首相やメルケル首相のようにまじめで、手綱を締めていくような

タイプが時代に合っているのだろう。これに対し、ヨーロッパが拡大していった時期はいろいろなも

のを受け入れるカトリシズム的な、相対的な親和性が求められたのではないか。1990年に東西ドイツ

の統一を成し遂げたコール首相は、典型的なカトリックであった。彼が首相だったことは非常に意味

がある。太っ腹の彼が、清濁併せ呑む形でマルク 1対 1という超大盤振る舞いをやってのけたからこ

そ、誰も予想しなかった短期間の完全統一が実現した。これが、それ以降のヨーロッパの東への拡大

に繋がっていったともいえるだろう。そのような 90 年代の拡大ヨーロッパと、2010 年代の引き締め

重視のヨーロッパの背景を、それぞれカトリシズムとプロテスタンティズムが担っているともいえる。 

このように嗜好と志向の問題は、宗教的背景とも絡みながら、ヨーロッパを形成する重要な補助線

として、現代の政治と社会を理解する上で重要な手がかりを与えてくれる。 

（了）	
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